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（１）（１） ＣＳＲにみるＵＳＲの方向性ＣＳＲにみるＵＳＲの方向性
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エンロン事件が示唆したものエンロン事件が示唆したもの

短期投機資金の肥大化短期投機資金の肥大化 ・・・ 世界貿易の年間総額がたった４日で動く！

⇒ 投資家・経営者の極端な短期利益指向投資家・経営者の極端な短期利益指向

・特別目的会社（ＳＰＥ）を利用した損失の飛ばし
・有力機関投資家の加担 ・・・ ＳＰＥへの出資

・会計監査人の加担 ・・・ 粉飾決算の「指導」

自社株で年金運用していた従業員の悲劇自社株で年金運用していた従業員の悲劇
経営者によるストックオプション株の売り抜け経営者によるストックオプション株の売り抜け

政界との不透明な関係政界との不透明な関係

×× シェアホルダーズビジネスモデルの限界シェアホルダーズビジネスモデルの限界
★★ 社会制度としてのＣＳＲを確立する必要性社会制度としてのＣＳＲを確立する必要性
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世界の制度対応世界の制度対応

【米国】 「企業改革法（サ－ベンス・オクスレ－法）」（2002/7）
年次報告書の正確性と内部管理体制の有効性に関する経営者の宣誓

社外役員で構成される監査委員会の設置

取締役への融資禁止

【【EUEU】】 「「CSRCSRに関する欧州マルチステークホルダーフォーラム」に関する欧州マルチステークホルダーフォーラム」

（（2004/62004/6））英国

・年金法改正（2000年7月） ・・・年金運用受託者のCSR方針開示義務（社会、倫理、環境）

・CSR担当大臣の任命（2001年4月）

・財務報告とは別に、非財務情報に関する報告の義務付け決定（上場企業財務報告とは別に、非財務情報に関する報告の義務付け決定（上場企業20052005年より）年より）

フランス

・「新経済規制法」（2001年5月） ・・・ 社会的・環境的影響の年次報告作成義務付け

・CSR担当大臣（2002年5月）

規格・ガイドライン・指針

ＩＳＯ、ＳＡ８０００（米）、ＥＣＳ２０００（日）、ＡＡ１０００（英）、 多国籍企業ガイドライン（ＯＥＣＤ）
グローバルコンパクト（国連）、コー円卓会議、経済同友会、経団連
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ＣＳＲに取り組む目的意識ＣＳＲに取り組む目的意識

欧米経営者・・・欧米経営者・・・社会的責任＝「将来への投資」社会的責任＝「将来への投資」
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CCＳＲマネジメントと情報開示ＳＲマネジメントと情報開示

CSR報告書CSR報告書

CSR指標CSR指標動向調査動向調査

推進体制推進体制 ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾄｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰｴﾝｹﾞｰｼﾞﾒﾝﾄ

ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ管理ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ管理

予備評価予備評価 CSR基本計画CSR基本計画 計画の進捗計画の進捗行動目標行動目標 実績評価実績評価

教育研修教育研修

環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ

その他のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄその他のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

情報や仕組み
に関する

第三者の保証

情報や仕組み
に関する

第三者の保証
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人権に関するサプライヤー管理開示事例人権に関するサプライヤー管理開示事例 ＮＩＫＥＮＩＫＥ のの 契約工場一覧表契約工場一覧表

国
従業員数
と男女比

地域の
最低賃金

ﾅｲｷ契約工場
の平均賃金

工場の福利厚生
(食事・住居・医
療・交通、等)
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ＣＳＲ会計開示事例ＣＳＲ会計開示事例 BASF GroupBASF Group 付加価値分配計算付加価値分配計算

付加価値分配計算

Value added in 2001
Calculation and distribution
Million C＝

売上

その他の営業利益

営業費用

付加価値

株主

債権者

従業員

付加価値の配分

法人税

少数株主持分

繰延税

会社

臨時収入を除
いた業績

付加価値＝業績から営業
費用を差し引いたもの
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環境情報の提供の促進等による特定事業者等の環境情報の提供の促進等による特定事業者等の
環境に配慮した事業活動の促進に関する法律環境に配慮した事業活動の促進に関する法律 （概要）（概要）

法律の目的

環境報告の基本的な枠組みづくり 普及促進
＆

信頼性確保特定事業者特定事業者への作成・公表の義務付け

主な内容

第５・６条 国、自治体は環境配慮等の状況を毎年公表する

第８条 環境報告書の報告基準を定める

第９条 特定事業者特定事業者に対する環境報告書の作成と公表の義務付け
報告基準への準拠と自己評価もしくは第三者審査への努力

第１０条 環境報告書の審査人の独立性、審査の公正性、体制整備

第１１条 大企業の報告書作成、基準準拠、信頼性向上の努力

第１３条 環境情報利用の促進・・・市場の評価



（２）（２） 大学の社会的責任とは大学の社会的責任とは
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大学の社会的責任大学の社会的責任

大学の主な使命大学の主な使命

学生に対する教育

各分野における先進的な研究

国・企業の人的基盤や知的
発展を担う、企業組織以上
に社会的責任を担った存在

大学を取り巻く環境大学を取り巻く環境

・ 少子化による大学全入時代
⇒大学間競争の激化

・ 不正流用、入試不正、セクハラ問題、学生の不祥事
⇒大学不祥事への社会の関心の高まり

教育・研究活動の充実と共に、大学が果たすべき社会的責任に
ついて、積極的に取り組むことが重要
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大学を取り巻くステークホルダー大学を取り巻くステークホルダー

非営利とはいえ活動の源泉は 人、モノ、カネ ・・・ 活動の誘因は企業と同じ

出資者

取引先

教職員

地域社会

学生・受験生

行 政
財界、官界

学界

他の教育機関
NGO

金融機関

大学

規制
補助金

地域貢献
雇用 人材供給

教育提供
学費収入

報酬
福利厚生

資金調達
資金運用

物品サービス
対価

出資
配当

共同研究
協力関係

社会的責任の遂行
情報開示
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● 定義の一例：
– 様々なステークホルダーを視野に入れながら、大学と社会が高い次元で相

乗発展を図る経営のあり方 （経済同友会風に言えば・・・）

–– 価値観が多様化するなか、具体的内容の定義づけは困難価値観が多様化するなか、具体的内容の定義づけは困難

● キーワード
– 誠実性、透明性 ・・・ 信頼されない大学は持続的な発展が困難に

– 責任の拡大 ・・・ 教学・法的責任＋倫理、環境、社会への配慮責任

– ステークホルダー ・・・ あらゆる局面で意識する

– アカウンタビリティ ・・・ 教学情報 ＋ 経営情報（財務・非財務）

– ＰＤＣＡ ・・・ モニタリング体制によるスパイラルアップ

市場の主導権が需要サイドに市場の主導権が需要サイドに
⇒⇒ 多様な価値観による大学評価が進展多様な価値観による大学評価が進展
⇒⇒ 大学側が評価を能動的に受入れ大学側が評価を能動的に受入れ
⇒⇒ 新たな価値の創造新たな価値の創造
⇒⇒ 大学と社会の相乗発展大学と社会の相乗発展

ＵＳＲの定義とキーワードＵＳＲの定義とキーワード

経営者は「自学の社会的責任」を明らかにする必要あり経営者は「自学の社会的責任」を明らかにする必要あり
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ＵＳＲ評価指標ＵＳＲ評価指標 （経済同友会企業評価基準を参考として）（経済同友会企業評価基準を参考として）

基本方針、経営資源の活用、ボランティア

社会報告書、NGOとの対話・協働

政治・公務員との関係

国際規範の尊重、現地法令文化等の尊重

機会均等、社内公募、能力評価

教育、研修

家庭への配慮、育児介護支援

多様な勤務時間・形態、安全衛生、人権配慮

環境方針、教育、環境会計

省エネ、リサイクル、G購入、環境教育

環境報告書、第三者レビュー

コアコンピタンス経営、マーケティング、知財
戦略、ブランドマネジメント

ＳＲ関連学科、研究室、講座の開設

学生対応、トラブル対応、個人情報保護

出資者へのフィードバック

運営方針、CSR調達基準、公正な運営の徹
底

仕組み 成果項目ＵＳＲ

支出額、インターン受入、ボラ
ンティア休暇、NGOとの協働

関連法令違反

・社会貢献活動の推進

・ディスクロージャーとパートナーシップ

・政治、行政との適切な関係の確立

・国際社会との強調

社会社会

女性／外国人管理職比率、
障害者雇用率

教育研修費用

有給休暇、育児介護休暇取
得率、残業時間

教職員満足度

・優れた人材登用と評価活用

・教職員の能力向上

・ファミリーフレンドリーな職場の実現

・働きやすい職場環境の実現

人間人間

外部認証の取得

環境パフォーマンスデータ

環境関連法令違反

・環境経営推進のためのマネジメント体
制の確立

・環境負荷軽減の取組

・ディスクロージャーコミュニケーション

環境環境

教学面の外部評価

助成金等収入、特許件数

顧客満足度

関係法令違反

・持続的な人的価値の提供

・多様性を理解し責任感ある人材育成多様性を理解し責任感ある人材育成

・学生に対する価値の提供

・出資者に対する価値の提供

・自由、公正、透明な運営、競争

教育教育

研究研究
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ＵＳＲ評価指標（つづき）ＵＳＲ評価指標（つづき）

内容項目ＣＧ

基本方針、開示範囲・内容、フィードバック

、ステークホルダーとの対話

・マネジメント体制ディスクロージャーとディスクロージャーと
コミュニケーションコミュニケーション

策定、公表、周知徹底、グループへの適用

専任部署、相談窓口、内部通報制度

、遵守状況チェック、業績評価への考慮

・行動規範

・コンプライアンス体制
コンプライアンスコンプライアンス

実質的議論、外部の視点導入、監事の意見

選任方法、評価方法、報酬決定方法

担当部署、SRI運用

・理事会／監事会

・トップの選任・評価

・CSRマネジメント体制

マネジメント体制マネジメント体制

理念の明確化、浸透努力

、ステークホルダーの明確化

トップの直接関与、教職員とのコミュニケーション

・経営理念

・リーダーシップ

理念とリーダーシップ理念とリーダーシップ
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ＵＳＲ遂行による差別化

従来） ・・・ 既存の「イメージ」が大学の価値を左右
今後） ・・・ より客観的かつ網羅的な大学評価の時代へ

ＵＳＲはいずれ一般化ＵＳＲはいずれ一般化 ･･････ 取り組みは早いほど対外効果大取り組みは早いほど対外効果大

埋没すればただのコスト要因
環境への配慮

サプライヤー管理
人権配慮

ＵＳＲ遂行による差別化

教職員満足の向上

教育、研究の品質向上
適切な情報開示、広報による差別化

ブランド力の向上（教育市場、人材市場、金融市場）ブランド力の向上（教育市場、人材市場、金融市場）

大学評価の向上大学評価の向上 ・・ 社会的存在意義の増大社会的存在意義の増大

・モチベーションアップによる価値創造・モチベーションアップによる価値創造
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